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数と 10分以上の連続歩数の合~:との問には， 1'::0.80 (p 
く仏(01)の有意な朝間関係が認められた.介入前後で，

















いることがi軒らかとなった (p (().05). 白書籍}持久的能
力の改議に対して.10分Jj、上の連続多数の方が間欠的金総
捗数に比べて影響力が強く，体重の減少においては， 10分
j:).J、:の述絞:訟数および関欠的な総歩数のいずれも彰饗して
いたが，その影響力は，総捗数よりも遠鏡歩数が強いこと
が不された.10分以上の逮絞歩行は，家事や家庭内， ljIl1設
内でのj場欠的な多行よりも，エネルギ-i持費援の増加によ
り体議減少につながった可能性が考えられる.
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